
　
忌
ま
わ
し
い
日
本
歴
史
上
の

記
録
と
し
て
”
戦
争
”
を
あ
え

て
振
り
返
り
、
美
術
家
た
ち
の

苦
難
の
作
品
の
展
覧
会
に
注
目

し
た
い
。

　
「
１
９
４
５
年
±
５
年
」
展

は
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年

を
境
に
し
て
、
そ
の
前
後
そ
れ

ぞ
れ
５
年
間
の
日
本
の
美
術
を

と
り
あ
げ
る
貴
重
な
記
録
的
展

覧
会
と
な
る
。
そ
の
前
半
は
１

９
３
７
（
昭
和
12
）
年
か
ら
始

ま
る
日
中
戦
争
、
１
９
４
１
（
昭

和
16
）
年
か
ら
の
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
戦
争
の
時
代
、
後
半
は
日

本
が
敗
戦
を
迎
え
、
連
合
国
に

よ
っ
て
占
領
統
治
さ
れ
た
時
代

に
あ
た
る
。
日
本
近
代
史
上
、

最
も
激
動
の
時
代
と
い
え
る
。

そ
の
過
酷
な
時
代
に
美
術
家
は

ど
の
よ
う
な
表
現
を
行
い
、
社

会
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
築
い

て
き
た
の
か
を
取
り
上
げ
る
歴

史
的
展
覧
会
と
な
る
。
　

　
◆
７
月
30

日

（
土
）
～
10
月
10

日
（
月
）

　
広
島
市
現
代
美
術
館
（
広
島

県
広
島
市
南
区
比
治
山
公
園
１

H
｣

１
）
　
℡
０
８
２H

｣

２
６
４

H
｣

１
１
２
１
　
一
般
１
０
３
０

円
　
大
学
生
７
２
０
円
　
高
校

生
・
65
歳
以
上
５
１
０
円
　
中

学
生
以
下
無
料

　
休
館
日
:

月
曜
日
、
9
/
20
（
た
だ
し
、

9
/
19
、
10
/
10
は
開
館
）

　
戦
争
が
軍
事
力
だ
け
で
は
な

く
、
国
の
あ
ら
ゆ
る
力
を
総
動

員
し
て
行
わ
れ
る
総
力
戦
と

な
っ
た
こ
の
時
代
、
美
術
の
活

動
は
厳
し
く
統
制
さ
れ
、
戦
争

遂
行
に
協
力
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。
画
家
た
ち
は
戦

争
画
や
、
銃
後
の
人
々
を
顕
彰

す
る
絵
な
ど
を
制
作
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
戦
争
画
の
中
に

は
そ
れ
だ
け
に
終
わ
ら
な
い
要

素
も
あ
り
、
ま
た
個
々
の
美
術

家
の
営
み
は
戦
争
協
力
に
限
ら

れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
時
代
の

巨
大
な
渦
に
巻
き
込
ま
れ
な
が

ら
も
、
美
術
家
た
ち
は
多
様
な

動
き
を
見
せ
た
。

　
本
展
は
、
こ
う
し
た
動
き
を

油
彩
画
を
主
と
す
る
２
０
０
点

近
い
作
品
に
よ
っ
て
紹
介
し
て

い
る
。
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1945年±5年
戦争と復興：激動の時代に
 美術家は何を描いたのか

個
々
の
美
術
家

　
　
た
ち
の
営
み

次
号
は

　
８
月
25
日
発
行

メ
モ

　
人
々
の
心
に
キ
ズ
を

負
わ
せ
た
”
戦
争
”
と

い
う
記
憶
。そ
の
時
代

に
多
く
の
美
術
家
た
ち

の
葛
藤
を
取
り
上
げ
て

き
た
作
品
に
、歴
史
的

な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る

貴
重
な
展
覧
会
。

激
動
時
代
と

　
　
　
　
美
術
家

おもしろ体験博物館
　 江戸民具街道
神奈川県足柄上郡中井町久所418
　開館時間：10：00～17：00
　　　休館日：月曜日
　問い合わせ：0465－81－5339

　
■
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
（
静

岡
県
熱
海
市
桃
山
町
26H

｣

２
）
　
電
話
０
５
５
７
）

（
８
４
）
２
５
１
１
　
一

般
１
６
０
０
、
高
大
生
８

０
０
円
、
中
学
生
以
下
無

料
、
65
歳
以
上
１
２
０
０

円
木
曜
日
休
（
祝
日
は
開

館
）

　
Ｊ
Ｒ
熱
海
駅
下
車
／
バ

ス
４
番
の
り
ば
Ｍ
Ｏ
Ａ
美

術
館
行
８
分
　

熱
海
湾
を
一
望
で

き
、眺
望
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
美
術
館

　
■
諸
橋
近
代
美
術

館

（
福
島
県
耶
麻
郡
北
塩
原

村
大
字
桧
原
字
剣
ヶ
峰
１

０
９
３
番
23
）
　
一
般
・

大
学
生
９
５
０
円
、
高
校

生
５
０
０
円
、
小
・
中
学

２
０
０
円
生
＊
毎
週
土
曜

日
、
小
・
中
学
生
は
無
料

　
電
話
０
２
４
１（
３
７
）

１
０
８
８

版
画
で
み
る
20
世

紀
展
　
ピ
カ
ソ
か

ら
ウ
ォ
ー
ホ
ル
ま

で
　
開
催
中
！



　
◆
９
月
10

日

（
土
）
～
12
月
11

日
（
日
）

　
中
村
屋
サ
ロ
ン
美
術
館
（
東

京
都
新
宿
区
新
宿
３
丁
目
26
番

13
号

新
宿
中
村
屋
ビ
ル
３

階
）
　
℡
０
８
２H

｣

２
６
４H

｣

１
１
２
１
　
一
般
３
０
０
円
　

高
校
生
以
下
無
料

　
休
館
日

:
毎
週
火
曜
日

　
中
村
屋
サ
ロ
ン
美
術
館
で
は

「
高
橋
由
一
か
ら
藤
島
武
二
ま

で

日
本
近
代
洋
画
へ
の
道

山
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心

に
」
展
が
、
９
月
10
日
（
土
）

か
ら
12
月
11
日
（
日
）
ま
で
開

催
さ
れ
る
。

　
江
戸
末
期
、
日
本
は
開
国
に

よ
り
、
政
治
、
経
済
、
医
学
、

文
化
、
産
業
と
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
い
て
西
洋
化
が
進
む
、
大

き
な
転
換
を
し
て
い
く
。

　
そ
ん
な
中
、
美
術
業
界
で
は
、

西
洋
画
の
持
つ
写
実
的
な
表
現

に
魅
了
さ
れ
た
画
家
た
ち
に

よ
っ
て
熱
心
な
研
究
が
な
さ
れ

て
い
く
。
そ
し
て
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
そ
の
技
術

を
習
得
し
て
い
っ
た
。

　
画
家
た
ち
は
、
来
日
し
て
き

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
画
家
か
ら
指

導
を
受
け
、
明
治
期
に
入
る
と
、

本
格
的
に
西
洋
画
を
学
ぶ
た
め

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
が
流
行

る
。
本
物
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術

に
触
れ
た
画
家
た
ち
は
、
日
本

画
壇
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
。

　
◆
９
月
８

日

（
木
）
～
11
月
26

日
（
土
）

　
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
ギ
ャ

ラ

リ
ー
（
東
京
都
中
央
区
京

橋
３H

｣

６H
｣

18

東
京
建

物
京
橋
ビ
ル
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

：
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
２
Ｆ
）
　

入
場
料
無
料

　
休
館
日

:
水
曜
日

　
第
１
章
　
江
戸
幕
末
の
洋
画

　
日
本
洋
画
誕
生
の
胎
動
が
本

格
化
す
る
の
は
、
蘭
学
が
解
禁

さ
れ
、
医
学
や
語
学
な
ど
の
学

問
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

文
化
が
再
び
移
入
さ
れ
始
め
た

江
戸
時
代
末
期
か
ら
幕
末
に
か

け
て
の
時
代
。

　
第
２
章
　
明
治
初
期
留
学
生

と
工
部
美
術
学
校
　
留
学
中
に

他
の
分
野
か
ら
絵
画
の
道
に
転

向
し
た
人
も
い
る
。
政
府
が
工

部
美
術
学
校
を
創
立
し
て
多
く

の
画
家
を
育
て
巣
立
ち
さ
せ

た
。

　
第
３
章
　
明
治
外
光
派
と
浪

漫
主
義
　
外
光
派
の
ラ
フ
ァ
エ

ル
・
コ
ラ
ン
に
師
事
し
た
黒
田

ら
が
白
馬
会
を
結
成
し
、
洋
画

界
を
リ
ー
ド
。

　
か
つ
て
頻
繁
に
洪
水
に
見
舞

わ
れ
た
地
域
で
は
、水
屋（
み
ず

や
）
・
水
塚
（
み
ず
づ
か
）
を

代
表
と
す
る
住
ま
い
が
身
を
守

る
避
難
場
所
と
し
て
建
て
ら

れ
、
地
域
独
特
の
景
観
を
つ

く
っ
て
い
る
。

　
本
展
は
、
全
国
の
主
な
洪
水

常
襲
地
帯
に
残
る
水
防
建
築
類

の
写
真
を
中
心
に
、
関
連
の
模

型
、
農
具
な
ど
を
含
め
約
60
点

を
展
示
。
人
々
の
知
恵
を
生
か

し
た
「
河
川
伝
統
技
術
」
に
よ

る
水
防
建
築
を
と
お
し
て
、
川

と
と
も
に
生
き
て
き
た
日
本
人

な
ら
で
は
の
住
ま
い
方
を
再
考

す
る
。
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展
覧
会
の
構
成

水
屋
・
水
塚

H｣

水
防
の
知
恵
と
住
ま
いH｣

展

メ
モ

メ
モ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

　
画
家
か
ら
指
導

水
防
建
築
類
の

　
写
真
を
中
心
に

　
■
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
（
千
葉
県
佐
倉
市
城
内

町
１
１
７
）
　
電
話
０
３

（
５
７
７
７
）
８
６
０
０

ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
一
般

４
２
０
円
、
高
校
・
大
学

生
２
５
０
円
、
中
学
生
以

下
は
無
料
　
月
曜
日
休
館

　 日
本
の
歴
史
・
文
化
の

流
れ
の
中
か
ら
論
点
を

絞
っ
た
テ
ー
マ
を
選
ん

で
で
の
展
示

　
■
静
岡
市
立
芹
沢
銈
介

美
術
館
（
静
岡
市
駿
河
区

登
呂
５
の
10
の
５
）
　
電

話
０
５
４
（
２
８
２
）
５

５
２
２
　
一
般
４
１
０
円

高
大
生
２
５
０
円
、
月
曜

日
休
館
　

着
物
、帯
、の
れ
ん
、

屏
風
、額
絵
、絵
本

等
多
岐
に
わ
た
る

　
■
北
九
州
市
立
小
倉
城

庭
園
（
北
九
州
市
小
倉
北

区
城
内
１
の
２
）
　
電
話

０
９
３
（
５
８
２
）
２
７

４
７
　
会
期
中
無
休
　

庭
園
ゾ
ー
ン
、書
院

ゾ
ー
ン
、体
験
ゾ
ー

ン
、展
示
ゾ
ー
ン



　
『
延
喜
式
』
と
は
？
10
世
紀

に
作
ら
れ
た
法
制
書
、
古
代
官

人
の
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ん
で

す
。
そ
こ
に
は
お
祭
り
や
宮
中

で
使
う
物
品
の
原
材
料
、
地
方

か
ら
納
入
さ
れ
る
貢
納
品
な

ど
、
様
々
な
内
容
が
含
ま
れ
て

お
り
、
さ
な
が
ら
「
古
代
の
百

科
全
書
」
と
も
い
え
る
。

　
『
延
喜
式
』
は
、
全
部
で
50

巻
か
ら
な
る
大
部
な
内
容
で
も

あ
っ
た
た
め
、
難
し
い
も
の
、

か
た
く
る
し
い
も
の
の
代
名
詞

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
江

戸
時
代
以
来
、
古
代
の
こ
と
を

調
べ
る
と
き
に
は
常
に
参
照
さ

れ
て
き
た

資
料
で
も

あ
っ
た
。

　
本
展
で

は
、
人
間

文
化
研
究

機
構
基
幹

研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

「
古
代
の

百
科
全
書

『
延
喜
式
』

の
多
分
野
協
働
研
究
」
「
総
合

資
料
学
の
創
成
」
が
今
年
度
よ

り
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
、

そ
の
研
究
成
果
の
一
端
を
速
報

的
に
紹
介
す
る
。

　
芹
沢
銈
介
は
、
デ
ザ
イ
ン
の

領
域
に
豊
か
な
足
跡
を
残
し
た

が
、
中
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
も

の
に
本
の
装
幀
、
ブ
ッ
ク
・
デ

ザ
イ
ン
が
あ
る
。

　
昭
和
６
（
１
９
３
１
）
年
、

36
歳
の
時
に
雑
誌
「
工
芸
」
の

装
幀
を
手
掛
け
た
の
を
皮
切
り

に
、
最
晩
年
ま
で
途
切
れ
る
こ

と
な
く
、
様
々
な
本
を
５
０
０

冊
以
上
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
そ
の

ジ
ャ
ン
ル
は
、
小
説
、随
筆
集
、

全
集
・
選
集
な
ど
様
々
。
川
端

康
成
や
山
本
周
五
郎
と
い
っ
た

著
名
作
家
の
も
の
や
、
柳
宗
悦

や
外
村
吉
之
介
と
い
っ
た
民
芸

同
人
の
も
の
ま
で
、
多
数
の
著

作
を
手
掛
け
た
。
本
体
や
カ

バ
ー
だ
け
で
な
く
、
箱
や
扉
、

カ
ッ
ト
に
至
る
ま
で
芹
沢
の
手

に
な
る
も
の
が
多
く
、
隅
々
ま

で
神
経
の
行
き
届
い
た
構
成

力
、
様
々
な
書
体
、
豊

か
な
模
様
や
配
色
が
魅

力
的
。

　
本
展
で
は
そ
の
中
か
ら
約
２

０
０
冊
を
厳
選
し
、
芹
沢
の
あ

ふ
れ
る
ほ
ど
の
デ
ザ
イ
ン
力
を

堪
能
で
き
る
。
ま
た
、
芹
沢
の

着
物
、
屏
風
、
の
れ
ん
な
ど
の

代
表
作
40
点
を
前
半
部
分
に
展

示
し
て
い
る
。
　

　
◆
７
月
16

日

（
土
）
～
11
月
27

日
（
日
）

　
静
岡
市
立
芹
沢
銈
介
美
術
館

（
静
岡
市
駿
河
区
登
呂
５H

｣

10

H
｣

５
）
　
℡
０
５
４H

｣

２
８
２

H
｣

５
５
２
２
　
一
般
４
２
０
円

　
高
校
生
・
大
学
生
２
５
０
円

　
小
学
生
・
中
学
生
１
０
０
円

　
休
館
日
:
毎
週
月
曜
（
9

/
19
、
10
/
10
を
除
く
）
9
/

20
、
9
/
23
、
10
/
11
、
11
/

4
、
11
/
24

　
・
あ
ざ
や
か
な
色
と
模
様
　

「
色
と
模
様
の
天
才
」
と
う
た

わ
れ
た
芹
沢
。
装
幀
で
も
あ
ふ

れ
て
い
る
。

　
・
さ
ま
ざ
ま
な
書
体
　
初
期

か
ら
晩
年
ま
で
、
書
体
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。

す
ぐ
れ
た
文
字
の
造
形
能
力
が

感
じ
ら
れ
る
。

　
・
考
え
ぬ
か
れ
た
構
成
　
表

紙
だ
け
で
な
く
、
箱
や
カ
バ
ー
、

扉
や
背
表
紙
ま
で
デ
ザ
イ
ン
ま

で
、工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
・
手
の
込
ん
だ
技
法
・
素
材

　
型
染
、
肉
筆
、
木
版
、
塩
田

な
ど
多
彩
な
技
法
を
用
い
て
い

る
。
素
材
に
も
こ
だ
わ
り
が
あ

る
。
　

　
◆
８
月
23

日

（
火
）
～
９
月
19

日
（
月
・
祝
）

　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
第

２
展
示
室
（
静
岡
県
静
岡
市
駿

河
区
登
呂
５
丁
目
10H

｣

５
）
　

℡
０
３H

｣

５
７
７
７H

｣

８
６
０

０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
一

般
４
２
０
円
　
高
校
生
・
大
学

生
２
５
０
円
　
中
学
生
以
下
無

料
　
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
開
館
し
、
翌

日
が
休
館
）
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書
物
の
よ
そ
お
い

芹
沢
銈
介
の
ブ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン

メ
モ

多
数
の
著
作
を

　
　
　
手
掛
け
る

メ
モ

『延喜式』ってなに!?

特集展示

国立歴史民俗博物館

さ
な
が
ら
「
古
代

　

の
百
科
全
書
」

ブ
ッ
ク

　
　
・
デ
ザ
イ
ン



　
「
柔
ら
か
い
時
計
」
の
呼
び

名
で
知
ら
れ
る
油
彩
画
≪
記
憶

の
固
執
≫
（
１
９
３
１
年
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
蔵
）

で
、
一
躍
ア
ー
ト
シ
ー
ン
の
寵

児
と
な
っ
た
芸
術
家
、
サ
ル
バ

ド
ー
ル
・
ダ
リ
（
１
９
０
４H

｣

１
９
８
９
）
。

　
本
来
持
つ
べ
き
は
ず
の
硬
さ

を
失
っ
て
と
ろ
り
と
垂
れ
下

が
っ
た
時
計
は
、
そ
の
後
の
ダ

リ
作
品
の
代
表
的
な
ア
イ
コ
ン

と
な
る
ほ
ど
衝
撃
的
な
モ
チ
ー

フ
と
な
っ
た
。

　
「
柔
ら
か
い
時
計
」
の
他
に

も
、
ダ
リ
の
作
品
に
は
様
々
な

「
や
わ
ら
か
い
も
の
」
、
そ
し

て
「
か
た
い
も
の
」
の
モ
チ
ー

フ
が
登
場
す
る
。
ダ
リ
が
生
涯

に
渡
り
異
様
な
ま
で
の
執
着
を

見
せ
た
「
や
わ
ら
か
い
も
の
」

と
「
か
た
い
も
の
」
。

　
本
展
で
は
、
諸
橋
近
代
美
術

館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
サ
ル

バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
の
絵
画
や
彫

刻
な
ど

約
50
点

を
展
示

す
る
。

作
品
に

登
場
す

る
「
や

わ
ら
か

い
も
の

：
「
か

た
い
も

の
」
の

モ
チ
ー

フ
を
通
し
て
、
ダ
リ
の
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
を
紹
介
す
る
。

　
テ
ー
マ
１
　
「
柔
ら
か
い
時

計
」
の
誕
生

　
１
９
３
１
年
、
ダ
リ
は
後
世

に
語
り
継
が
れ
る
作
品
を
制
作

し
た
。
≪
記
憶
の
固
執
≫
（
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
蔵
）。

閑
散
と
し
た
風
景
の
中
に
現
れ

た
時
計
は
本
来
持
つ
べ
き
硬
さ

を
失
い
、
と
ろ
り
と
溶
け
た
よ

う
に
木
の
枝
に
引
っ
か
か
っ
て

い
る
。

　
テ
ー
マ
２
　
ダ
リ
の
シ
ェ
ル

タ
ー
　
ダ
リ
の
著
作
『
わ
が
秘

め
ら
れ
た
生
涯
』
（
１
９
４
２

年
刊
）
に
よ
る
と
、
彼
の
最
も

古
い
記
憶
は
母
親
の
胎
内
の
光

景
だ
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
ダ

リ
の
シ
ェ
ル
タ
ー
と
な
っ
た
女

性
た
ち
を
紹
介
。

　
テ
ー
マ
３
　
「
硬
」
「
柔
」

の
寓
意
　
ダ
リ
の
出
生
の
秘
密

や
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
紐
解
き

な
が
ら
、
「
硬
」
と
「
柔
」
の

モ
チ
ー
フ
が
示
す
寓
意
を
紹

介
。

　
テ
ー
マ
４
　
ダ
リ
の
「
ヤ
ワ

カ
タ
」
な
か
ら
だ
　
ダ
リ
の
作

品
の
特
徴
の
一
つ
に
、
物
質
が

備
え
て
い
る
質
感
を
過
剰
な
ま

で
に
表
現
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
極
端
な
人

体
表
現
が
登
場
す
る
作
品
を
紹

介
。

　
◆
９
月
11
日
（
日
）

～
11
月
30
日
（
水
）

　
諸
橋
近
代
美
術
館
（
福
島
県

耶
麻
郡
北
塩
原
村
大
字
桧
原
剣

ヶ
峯
１
０
９
３
番
２
３
）
　
℡

０
４
６
５H

｣

６
８H

｣

１
１
２
８

　
一
般
９
５
０
円
　
高
校
・
大

学
生
（
学
生
証
持
参
）
５
０
０

円
　
中
学
生
以
下
無
料

　
休

館
日
:
毎
週
水
曜
日
（
当
日
が

祝
日
の
場
合
は
開
館
）
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特

集

特

集

展
覧
会
内
容

　　　　　特別展
「ヤワカタな自我～かたくて
やわらかいダリの世界～」

　　　　　特別展
「ヤワカタな自我～かたくて
やわらかいダリの世界～」

ダ
リ
の
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
を
紹
介

メ
モ

　
ヤ
ワ
カ
タ
（
や
わ
ら

か
い
／
か
た
い
）
か
ら

ダ
リ
の
人
間
性
に
迫
る

展
覧
会
。諸
橋
近
代
美

術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

よ
り
、絵
画
や
彫
刻
な

ど
約
50
点
を
展
示
す
る
。



　
●
国
立
新
美
術
館
　
「
ル
ノ

ワ
ー
ル
展
」
　
８
月
22
日
ま
で

　
℡
０
３H

｣

５
７
７
７H

｣

８
６

０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　

一
般
１
６
０
０
円
　
月
曜
日
休

館　
●
江
戸
東
京
博
物
館
　
「
大

妖
怪
展
　
土
偶
か
ら
妖
怪
ウ

ォ
ッ
チ
ま
で
」
　
８
月
28
日
ま

で
　
℡
０
３H

｣

３
６
２
６H

｣

９

９
７
４
　
一
般
１
３
５
０
円
　

月
曜
日
休
館

　
●
東
京
都
庭
園
美
術
館
　

「
こ
ど
も
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
　

小
さ
い
人
た
ち
へ
の
眼
差
し
」

　
８
月
31
日
ま
で
　
℡
０
３H

｣

５
７
７
７H

｣

８
６
０
０
（
ハ

ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
一
般
１
１

０
０
円
　
会
期
中
無
休

　
●
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ

ラ
リ
ー
　
「
12

R
o
o
m
s

12

A
r
t
i
t
s
」

９

月
４
日
ま
で
　
℡
０
３H

｣

３
２

１
２H

｣

２
４
８
５
　
一
般
１
０

０
０
円
　
月
曜
日
休
館
　

　
●
三
井
記
念
美
術
館
　
「

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
装
飾

磁
器
」
　
８
月
31
日
ま
で
　
℡

０
３H

｣

５
７
７
７H

｣

８
６
０
０

（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
一
般

１
３
０
０
円
　
月
曜
日
休
館

　
●
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
汐
留
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
　
「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ

ェ
ロ
展
　
ル
ネ
サ
ン
ス
建
築
の

至
宝
」
　
８
月
28
日
ま
で
　
℡

０
３H

｣

５
７
７
７H

｣
８
６
０
０

（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
一
般

１
０
０
０
円
　
月
曜
日
休
館

　
●
東
郷
青
児
記
念
　
損
保
ジ

ャ
パ
ン
日
本
興
亜
美
術
館
　

「
魔
法
の
美
術
館
　
光
と
影
の

イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
　
８
月
28

日
ま
で
　
℡
０
３H

｣

５
７
７
７

H
｣

８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
）
　
一
般
１
０
０
０
円
　
月

曜
日
休
館
　
　

　
●
原
美
術
館
　
「
み
ん
な
、

う
ち
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
」

　
８
月
21
日
ま
で
　
℡
０
３H

｣

３
４
４
５H

｣

０
６
５
１
　
一
般

１
１
０
０
円
　
月
曜
日
休
館

　
●
日
本
民
芸
館
　
「
沖
縄
の

工
芸
」
　
８
月
21
日
ま
で
　
℡

０
３H

｣

３
４
６
７H

｣

４
５
２
７

　
一
般
１
１
０
０
円
　
月
曜
日

休
館

　
●
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館

　
「
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
美
術
の

愉
し
み
」
　
９
月
４
日
ま
で
　

℡
０
３H

｣

３
９
８
９H

｣

３
４
９

１
　
一
般
⑩
０
０
円
　
無
休

　
●
根
津
美
術
館
　
「
は
じ
め

て
の
古
美
術
鑑
賞
　
絵
画
の
技

法
と
表
現
」
　
９
月
４
日
ま
で

　
℡
０
３H

｣

３
４
０
０H

｣

２
５

３
６
　
一
般
１
１
０
０
円
　
月

曜
日
休
館

　
●
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
　

「
生
誕
１
７
０
周
年
　
エ
ミ
ー

ル
・
ガ
レ
」
　
８
月
26
日
ま
で

　
℡
０
３H

｣

５
７
７
７H

｣

８
６

０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　

一
般
１
３
０
０
円
　
火
曜
日
休

館　
●
練
馬
区
立
美
術
館
　
「
し

あ
が
り
寿
の
現
代
美
術
　
回
・

転
・
展
」
　
９
月
４
日
ま
で
　

一
般
８
０
０
円
　
月
曜
日
休
館

　
●
世
田
谷
美
術
館
　
「
ア
ル

バ
レ
ス
・
ブ
ラ
ボ
写
真
展
」
　

８
月
28
日
ま
で
　
℡
０
３H

｣

５

７
７
７H

｣

８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
）
　
一
般
１
０
０
０

円
　
月
曜
日
休
館

　
●
板
橋
区
立
美
術
館
　
「
イ

タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
国
際
絵

本
原
画
展
」
　
８
月
28
日
ま
で

　
℡
０
３H

｣

３
９
７
７H

｣

１
０

０
０
　
一
般
６
５
０
円
　
月
曜

日
休
館

　
●
町
田
市
立
博
物
館
　
「
イ

ン
ド
ネ
シ
ア

フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
」
　
８
月
28
日
ま
で
　
℡
０

４
２H

｣

７
２
６H

｣

１
５
３
１
　

一
般
３
０
０
円
　
月
曜
日
休
館

　
●
Ｄ
Ｉ
Ｃ
川
村
記
念
美
術
館

　
「
サ
イ
・
ト
ゥ
オ
ン
ブ
リ
ー

の
写
真
　
変
奏
の
リ
リ
シ
ズ

ム
」
　
８
月
28
日
ま
で
　
℡
０

１
２
０H

｣

４
９
８
１
３
０
　
一

般
１
２
０
０
円
　
月
曜
日
休
館

　
●
千
葉
市
美
術
館
　
「
河
井

寛
次
郎
と
棟
方
志
功
」
　
８
月

28
日
ま
で
　
℡
０
４
３H

｣

２
２

１H
｣

２
３
１
１
　
一
般
１
２
０

０
円
　
無
休

　
●
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　

「
よ
み
が
え
れ
!
　
シ
ー
ボ
ル

ト
の
日
本
博
物
館
」
　
９
月
４

日
ま
で
　
℡
０
３
￣
５
７
７
７

H
｣

８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
）

　
●
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の

博
物
館
　
「
高
麗
郡
１
３
０
０

年
　
物
と
語
り
」
　
８
月
31
日

ま
で
　
℡
０
４
８H

｣

６
４
５H

｣

８
１
７
１
　
一
般
６
０
０
円
　

月
曜
日
休
館

　
●
栗
田
美
術
館
　
「
江
戸
後

期
の
伊
萬
里
焼
」
　
８
月
28
日

ま
で
　
℡
０
２
８
４H

｣

９
１H

｣

１
０
２
６
　
一
般
１
２
５
０
円

　
月
曜
日
休
館

　
●
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
　

「
鴻
池
朋
子
展
　
特
異
な
空
間

へ
」
　
８
月
28
日
ま
で
　
℡
０

２
７H

｣

３
４
６H

｣

５
５
６
０
　

一
般
６
１
０
円
　
月
曜
日
休
館

　
●
横
須
賀
美
術
館
　
「
自
然

と
美
術
の
標
本
展
」
　
８
月
21

日
ま
で
　
℡
０
４
６H

｣

８
４
５

H
｣

１
２
１
１
　
一
般
８
０
０
円

　
8
/
4
休
館

　
●
茅
ケ
崎
市
美
術
館
　
「
じ

ぶ
ん
の
ま
わ
り
展
」
　
９
月
４

日
ま
で
　
℡
０
４
６
７H

｣

８
８

H
｣

１
１
７
７
　
一
般
５
０
０
円

　
月
曜
日
休
館

　
●
平
塚
市
美
術
館
　
「
不
思

議
な
ア
ー
ト

ト
リ
ッ
ク
ト

リ
ッ
ク

ハ
ッ
！
と
ト
リ
ッ

ク
」
　
８
月
28
日
ま
で

　
℡
０
４
６
３H

｣

３
５H

｣

２
１

１
１
　
一
般
９
０
０
円
　
月
曜

日
休
館

　
●
静
岡
市
美
術
館
　
「
エ
ッ

シ
ャ
ー
の
世
界
」
　
８
月
28
日

ま
で
　
℡
０
５
４H

｣

２
７
３H

｣

１
５
１
５
　
一
般
１
０
０
０
円

　
月
曜
日
休
館
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２
０
１
６
年
９
月
４
日
ま
で
の
主
な
展
覧
会
情
報

美
術
館
・
博
物
館
ガ
イ
ド

東
京
都
内

東
京
郊
外

関
東
北
部

関
東
南
部

　
■
箱
根
ラ
リ
ッ
ク
美
術

館
（
神
奈
川
県
足
柄
下
郡

箱
根
町
仙
石
原
１
８
６
番

１
）
　
電
話
０
４
６
０（
８

４
）
２
２
５
５
　
一
般
１

５
０
０
円
、
大
学
生
・
高

校
生
・
シ
ニ
ア
（
65
歳
以

上
）
１
３
０
０
円
、
中
学

生
・
小
学
生
８
０
０
円
年

中
無
休
　

ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク

の
生
涯
と
出
会
う

　
■
江
戸
民
具
街
道
（
神

奈
川
県
足
柄
上
郡
中
井
町

久
所
４
１
８
）
　
電
話
０

４
６
５
（
８
１
）
５
３
３

９
　
月
曜
日
休
館
　

か
ら
く
り
人
形
な
関

係
資
料
多
数
展
示
中

　
■
箱
根
写
真
美
術

館

（
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱

根
町
強
羅
１
３
０
０H

｣

４

３
２
）
　
電
話
０
４
６
０

（
８
２
）
２
７
１
７
　
火

曜
日
休
館
　
毎
週
土
曜
日

は
夕
方
５
時
ま
で
営
業
　

箱
根
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自
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イ
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イ
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イ
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箱
根
の
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と
自

慢
の
ス
ゥ
イ
ー
ツ

を
楽
し
め
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当
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
２
０

１
４
年
９
月

か
ら
２
年
ぶ

り
、
５
度
目

の
個
展
と
な

る
。
　

　
伊
藤
久
佳

さ
ん
は
、
兵

庫
県
川
西
市

生
ま
れ
。
メ

キ

シ

コ

に

て
、
陶
芸
指

導
と
制
作
。

　
現
在
兵
庫

県
三
田
市
の

工
房
に
て
制

作
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
◆
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ロ
ス

ピ
ノ
ス
　
藤
沢
市
南
藤
沢
７H

｣

６H
｣

１
０
２
　
℡
０
４
６
６H

｣

26H
｣

２
０
０
０

　
特
別
展
と
し
て
開

催
す
る
こ
の
没
後
25

周
年
展
は
、
中
川
一

政
の
作
品
と
一
政
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
ゴ
ッ
ホ
や
セ
ザ

ン
ヌ
、
ル
ソ
ー
、
ピ
カ
ソ
の
作

品
及
び
ブ
ー
ル
デ
ル
の
作
品
、

ま
た
中
川
邸
の
壁
に
埋
め
込

ま
れ
て
い
た
レ
リ
ー
フ
、
花
の

絵
を
描
く
際
に
使
用
さ
れ
た
マ

ジ
ョ
リ
カ
壷
や
、
中
国
の
八
大

山
人
、
石
濤
、
沈
周
石
田
ら
の

絵
画
、
一
休
宗
純
、

大
燈

国
師
ら
禅
宗
の
名
僧
の
墨
蹟

等
が
展
観
で
き
る
。
　

　
◆
８
月
４
日

（
木
）
～
11
月

29
日
（
火
）

　
中
川
一
政
美
術
館

（
神
奈
川
県
足
柄
下

郡
真
鶴
町
真
鶴
１
１

７
８H
｣

１
）
　
℡
０

４
６
５H

｣

６
８H

｣

１

１
２
８
　
一
般
６
０

０
円
　
高
校
生
以
下

３
５
０
円

　
休
館

日
:
毎
週
水
曜
日

（
当
日
が
祝
日
の
場

合
は
開
館
）

　
４
月
27
日
（
水
）
に
開
幕
し
、

今
月
22
日
（
月
）
ま
で
開
催
中

の
「
オ
ル
セ
ー
美
術
館
・
オ
ラ

ン
ジ
ュ
リ
ー
美
術
館
所
蔵

ル

ノ
ワ
ー
ル
展
」
は
、
８
月
４
日

（
木
）
を
も
っ
て
、
来
場
者
が

50
万
人
を
突
破
し
た
。

　
８
月
４
日
、
会
場
で
あ
る
国

立
新
美
術
館
（
東
京
・
六
本
木
）

で
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
と
執
り

行
い
、50
万
人
目
の
来
場
者
に
、

主
催
者
よ
り
記
念
品
と
し
て
展

覧
会
図
録
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ー

ト
バ
ッ
グ
、
≪
ム
ー
ラ
ン
・
ド
・

ラ
・
ギ
ャ
レ
ッ
ト
の
舞
踊
会
≫

の
額
絵
が
贈
呈
さ
れ
た
。
　

　
本
展
は
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
愛

し
た
主
題
で
あ
る
肖
像
や
風

景
、
現
代
生
活
、子
ど
も
た
ち
、

花
、
裸
婦
な
ど
を
、
全
10
章
に

わ
た
っ
て
紹
介
し
て
い
る
。

　
本
展
の
大
目
玉
は
、
ル
ノ

ワ
ー
ル
が
35
歳
の
時
に
描
い
た

最
高
傑
作
≪
ム
ー
ラ
ン
・
ド
・

ラ
・
ギ
ャ
レ
ッ
ト
の
舞
踊
会
≫

は
、
縦
１
３
１
．
５
㎝
×
横
１

７
６
．
５
㎝
の
大
き
さ
で
、
作

品
か
ら
10
ｍ
ほ
ど
離
れ
た
場
所

に
ベ
ン
チ
が
置
か
れ
、
そ
こ
に

腰
掛
け
遠
く
か
ら
眺
め
て
も
、

違
っ
た
魅
力
を
発
見
で
き
る
。

　
オ
ル
セ
ー
美
術
館
と
オ
ラ
ン

ジ
ュ
リ
ー
美
術
館
が
所
蔵
す

る
、
１
０
０
点
を
超
え
る
作
品

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
◆
連
日
厳
し
い
暑
さ
に
襲
わ

れ
、
取
材
に
出
か
け
る
意
欲
を

減
退
さ
せ
て
し
ま
う
ほ
ど
。
世

間
の
企
業
で
は
”
夏
休
み
”
に

突
入
し
、
家
族
や
仲
間
た
ち
、

恋
人
た
ち
と
旅
行
な
ど
に
足
を

運
ん
で
い
る
よ
う
で
、
ち
ょ
っ

と
羨
ま
し
い
感
じ
が
す
る
編
集

部
で
す
。
美
術
館
や
博
物
館
で

は
、
皆
さ
ん
た
ち
が
夏
休
み
に

入
る
シ
ー
ズ
ン
こ
そ
、
観
戦
の

ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
の
で
、
取

材
す
る
側
も
常
に
”
取
材
待
機

状
態
”
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
仕
方
が
な

い
状
態
で
す
。

　
◆
こ
の
暑
い
夏
が

過
ぎ
れ
ば
、
涼
し
い

風
と
と
も
に
”
芸
術

の
秋
”
が
や
っ
て
き

て
、
一
気
に
編
集
部

も
あ
ち
こ
ち
へ
と
取

材
に
飛
び
立
つ
日
程

の
打
ち
合
わ
せ
が
始
ま
り
、
活

気
が
戻
っ
て
き
ま
す
。
編
集
部

と
し
て
は
と
て
も
心
身
が
盛
り

上
が
る
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま

す
。

　
◆
本
紙
は
、
お
陰
さ
ま
を

も
っ
て
発
刊
す
る
た
び
に
ア
ク

セ
ス
数
が
増
え
て
い
る
現
実
に

業
界
関
係
者
・
一
般
ア
ク
セ
ス

読
者
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

新
聞
発
刊
に
さ
ら
な
る
努
力
の

必
要
性
が
今
以
上
に
欠
か
せ
な

い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
＝
Ｙ
・
Ｏ
＝
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伊
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久
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陶
展

Art Gallery LOS PINOS
　　　　　　　& Cafe

中
川
一
政
没
後
25
周
年
展

中
川
一
政
美
術
館

現在開催中のルノワール展

来場者50万人突破!!

メ
モ

50
万
人
目
に

　
　
　
　
記
念
品
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